
 
 

令和７年度 危険物安全週間推進標語 

「危険物 無事故へ挑む ゴング鳴る」 
２０２５年度 全国統一防火標語 

「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」  
 

 



 

 

藤沢市防火協力会 

会員相互が協力して、火災予防の徹底を図ることにより災害を未然に

防止し、藤沢市の安全及び福祉の向上に寄与することを目的に活動をし

ております。 

当会が構成する業種、商業ビル防火連絡協議会、工場防火連絡協議会、

給油所防火協力会、自動車整備工場防火協力会４団体の献身的な活動及

び連携により、防災ネットワークが構築されております。 

                         

 

 
藤沢市防火協力会 

     ２０２６年３月現在 

     会員数 １７８ 

     賛助会員数 ５   
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藤沢市防火協力会 

会 長  依 田 雄 一 

【三共石油ガス株式会社 代表取締役】 

 
会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素より、本協力会事業への深いご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げま

す。 

この一年を振り返りますと、国際情勢の不透明感が続く中、国内経済では物価

上昇や人手不足が多くの事業所にとって課題となっていることと思います。原材

料費やエネルギー価格の高騰が経営を圧迫し、コスト削減が求められる一方で、

労働力不足は事業運営に大きな影響を及ぼしたことと存じます。また、気候変動

の影響とされる異常気象が各地で頻発し、大雨、台風、地震といった自然災害は、

私たちの生活や事業活動に改めて大きな影響を与えた一年でもありました。 

このような変化の激しい時代において、事業所の皆様にとって防火に対する意

識の重要性は一層高まっております。火災はひとたび発生すれば、その損害は計

り知れません。建物や設備の焼失、商品の損失はもちろんのこと、従業員の尊い

命、さらには地域経済への影響など、その代償は計り知れないものとなるからで

す。 

特に、自然災害が頻発する今日においては、地震による電気系統の不具合や、

停電からの復旧時の通電火災など、複合的な火災リスクへの備えは不可欠です。  

災害は決して他人事ではありません。いつ、どこで発生してもおかしくない状

況であるからこそ、事業所の皆様一人一人が当事者意識を持ち、日々の業務の中

で防火の意識を高く持つことが何よりも重要です。 

本協力会は、今後も地域の防火安全の向上に貢献すべく、皆様への情報提供や

啓発活動に尽力してまいります。特に、藤沢市消防局との連携を一層強化し、よ

り必要性の高い防火訓練の実施や、多角的な火災予防啓発活動を展開できるよう

努めてまいる所存です。 

結びに、藤沢市消防局の皆様には、日頃の防火行政へのご尽力に深く感謝申し

上げます。また、会員事業所の皆様におかれましては、防火対策への変わらぬご

理解とご協力を重ねてお願い申し上げ、私の挨拶とさせていただきます。 
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藤沢市消防局 

局 長  簗 瀬 欣 二 

 

藤沢市防火協力会会員の皆様におかれましては、日頃より、本市の消防行政に

対し多大なるご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

さて、令和７年を振り返りますと、国内外で発生した数々の事象から、防災意

識再構築の重要性を改めて認識させられる一年となりました。記憶に新しいの

は、カムチャツカ半島沖で発生した大規模な地震に伴い、太平洋沿岸に津波警報

が発表されたことです。遠く離れた地での出来事が、私たちの生活圏に直接的な

影響を及ぼす可能性を認識する機会となりました。また、岩手県大船渡市で発生

した大規模な林野火災は、その延焼規模の大きさから、自然の猛威と火災の複合

的な危険性を浮き彫りにしました。この教訓を受け、国では火災予防に関する基

準や対策が見直され、それに伴い、本市においても火災予防条例の一部を改正い

たしました。これは、林野火災リスクへの対応と、市民の安全・安心を守るため

の予防体制強化を目的とし、令和８年１月１日から新たに林野火災注意報・警報

の運用を開始したところであります。 

火災の現況といたしまして、近年は電気機器や配線器具、リチウムイオン電池

を原因とする電気火災の増加傾向が顕著です。 スマートフォン、電動工具、電

動アシスト自転車、さらには蓄電池設備など、私たちの身の回りや事業所内で使

用されるリチウムイオン電池は、取り扱いを誤ると熱暴走を起こし、急速な延焼

や消火の困難さを招く危険性があります。これらは、従来の火災予防策では想定

されていなかった新たなリスクとして、取扱いや廃棄方法を含め、市民のみなら

ず事業所の皆様に一層の警戒を求めております。 

藤沢市消防局としましては、市民の安全・安心を守るという使命のもと、本協

力会との連携を一層強化し、最新の災害事例や火災リスク、条例改正に関する情

報を積極的に共有・周知してまいります。会員事業所の皆様におかれましては、

引き続き各事業所における防火体制のさらなる強化をお願いいたします。 

終わりに、会員事業所の皆様の防火対策への変わらぬご協力こそが、地域全体

の安全を支える大きな力となります。皆様の安全とご発展を心より祈念し、私の

挨拶とさせていただきます。 
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令和７年７月４日（金）に藤沢商工会館（ﾐ

ﾅﾊﾟｰｸ）にて、「令和７年度藤沢市防火協力会

総会」を開催し、令和６年度事業報告及び決

算報告、また令和７年度事業計画案、予算案

等について審議し、原案どおり承認されまし

た。また、優良事業所及び功労役員に対する

「藤沢市防火協力会会長表彰」が贈呈され、

その他、「神奈川県危険物安全協会連合会会長表彰」に

ついて、受賞事業所・個人が報告されました。 

総会後には、懇親会も開催され、各協議会・協力会の会員同士、意見交換のでき

る良い機会となりました。 

 

 

【優良事業所】 

●給油所防火協力会    … (株)ENEOS モビリニア西神奈川支店 

DD 藤沢西店 様 

●商業ビル防火連絡協議会 … 株式会社 東急ストア湘南店 様 

●工場防火連絡協議会    … 株式会社 テクノステート 様 

●自動車整備工場防火協力会… 谷口運送株式会社 藤沢営業所 様 

【功労役員】 

●アズビル(株) 藤沢テクノセンター 佐藤文利 様 

●いすゞ自動車(株) 藤沢工場 鈴木勝彦 様 

 

 

【優良危険物事業所】 

●日電工業株式会社 様 

●協働油脂株式会社 様 

【優良事業所】     

●有限会社大川小型自動車 様 

【優良危険物取扱者】 

●デノラ・ペルメレック株式会社 中野雄介 様 

●福山通運株式会社 小宮美幸 様 

【功労役員】 

●アズビル(株) 藤沢テクノセンター 佐藤文利 様                                            

神奈川県危険物安全協会連合会 会長表彰 

藤沢市防火協力会 会長表彰 

藤沢市防火協力会総会・懇親会 
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消防操法大会 
 

 

 

令和７年１０月１７日（金）に、令和７年度藤沢市防

火協力会消防操法大会を、藤沢市消防防災訓練センタ

ーで開催しました。１８隊が参加し、訓練の成果を競

いました。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プレス工業藤沢工場自衛消防隊 隊長 黒川和作 

前回の操法大会では、消防ポンプ・屋内消火栓ともに上位入賞がかなわず大変悔しい思いをし

ました。今回、隊員一丸となり操法訓練に臨み挑戦した結果「屋内消火栓の部」で市長賞を受

賞することが出来ました。この受賞は、隊員達がこれまで目指してきたものであり、その頑張

りはもちろんの事、操法訓練に理解を示し協力頂いた各職場、そして本大会の運営にご尽力頂

いた関係各位と皆々様の賜物と心より感謝申し上げ、引き続き努力して参ります。  

 

日本精工藤沢工場自衛消防隊 指揮者 金森千華 

今年は 6 名全員が初出場且つ訓練期間も短い中での出場でしたが、根気強く指導いただいた関

係各所の皆様のお陰で連覇を果たすことができました。当日も沢山の方に激励の言葉をいただ

き本番で訓練以上の成果を発揮できたこと、メンバー一同大変嬉しかったです。また、NSK

で初めての女性隊長を務めることは大きなプレッシャーでしたが、仲間達の支えによってやり

きることができました。本大会開催にあたりお力添えいただいたすべての皆様に感謝いたしま

す。ありがとうございました！ 

【屋内消火栓の部結果】 

市長賞 プレス工業 藤沢工場 

優秀賞 ウエスタンデジタルテクノロジーズ A 

いすゞ自動車 湘南開発センター 

優良賞 ウエスタンデジタルテクノロジーズ B 

荏原製作所 藤沢事業所 

敢闘賞 東京ラヂエーター製造 

佐賀鉄工所 藤沢工場 

【消防ポンプの部結果】 

市長賞 日本精工 藤沢工場 

優秀賞 プレス工業 藤沢工場 

優良賞 東京ラヂエーター製造 

【市長賞受賞チームのコメント             】 

 
日本精工藤沢工場自衛消防隊 

プレス工業藤沢工場自衛消防隊 
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秋季・春季全国火災予防運動期間中は、各会員事業所において、防火ポスター

の掲示、避難施設の維持管理、防火防災教育等を実施するほか、消防局が実施す

る広報活動に協力をしています。  

  

●消防・救急フェア 2025 

   令和７年秋季全国火災予防運動期間にあわせ令和７年１１月９日（日）に、

藤沢駅北口ペデストリアンデッキにおいて「消防・救急フェア２０２５」を開

催する予定でした。 

当日、残念ながら天気は雨模様となり「消防・救急フェア２０２５」は中止

になってしまいました。各防火協力会から啓発物品を配布する予定でしたが、

「春季火災予防キャンペーン」に持ち越しとなりました・・・ 

 

●春季火災予防キャンペーン 

令和８年春季全国火災予防運動期間中の令和８年３月１日（日）に、ミスタ

ーマックス湘南藤沢ショッピングセンターで、春季火災予防キャンペーンが開

催されました。 

  当日は晴天にも恵まれ、市民

表彰が実施されたほか、２０２

５湘南江の島海の女王が一日

消防長に委嘱されました。 

「消防・救急フェア２０２

５」から持ち越しとなっていた

啓発物品を来場者の皆様に無

事配布することができました。

啓発物品の配布を通じて火災

予防意識の向上に繋がったの

ではないかと思います。 

また、「工場防火連絡協議会」の会員事業所の皆様からノベルティグッズをご

提供いただき抽選会を行いました。 

会場入り口には会員事業所紹介パネルを設置し、「藤沢市防火協力会」の PR

を実施しました。 

    

                   

火災予防運動 
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会員研修  

 

●商業ビル防火管理研修   

 令和７年１２月１日（月）藤沢市南消防署

で、商業ビル防火連絡協議会会員を対象に

「商業ビル防火管理研修会」が開催されま

ました。７人の方が参加し、１１９番通報訓

練、消火器や屋内消火栓の取扱訓練、そして

図上訓練が行われました。 

普段の消防訓練ではできない内容に、皆

さん積極的に取り組んでいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通報訓練】 

火災事案や救急事案が発生したことを

想定して通報訓練を行ったほか、通報し

ながらリアルタイム映像を、消防の指令

室へ送信することができる「Live119」

を利用した通報も体験しました。 

いざ１１９番通報を行う際、なにを聞

かれて、どう答えたらいいのかといった 

具体的な内容から、通報しながらどのよ

うな応急処置ができるのかなど、応用に

繋がる訓練となりました。 

 

【消火器訓練】 

 普段の訓練では使用することのない、実際の消火器の噴射を体感してもらいま

した。 

【屋内消火栓訓練】 

屋内消火栓の取扱訓練では、操作方法をはじめ、実際の建物内でホースを延ば

した際の注意点や消火の方法について訓練を行いました。 

 

【図上訓練（火災初動対応）】 

事業所で火災が発生したときに適切な

判断をすることができるよう、図上で初

動対応の確認を実施しました。 
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●普通救命講習Ⅰ   

 令和７年５月２８日（水）・２９日

（木）及び１１月２６日（水）の３日間、

藤沢市南消防署で「普通救命講習Ⅰ」を

開催し、合計５４人の方が受講しまし

た。 

 防火協力会では、会員の皆様を対象

に、救命の知識と技術の向上を目的と

して、定期的に救命講習を実施してい

ます。既に受講済みの方も、スキルを維

持するために再受講を心掛けてくださ

い。 

  

 

 

 

●自主防災組織リーダー等研修会 

令和７年１２月１１日（木）に神奈川県総合防

災センターで行われた「自主防災組織リーダー等

研修会」に、藤沢市防火推進員と合わせて１０人

が参加しました。 

 自主防災組織等に関する座学のほか、地震・風水

害災害の疑似体験（VR を含む）、や図上演習にて

避難所運営ゲーム（HUG）を経験しました。 

 

        

 

 

 

 

（HUG）ゲーム感覚とはいえ、避難者の年

齢・性別、国籍やそれぞれが抱える事情に配慮

し、避難所の運営をしていくことは、参加者の     

頭を悩ませていました。 

VR 体験 

２班に分かれて HUG 
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令和７年度から危険物取扱者及び消防設備士免状・講習に係る手数料の納

入方法が、収入証紙による支払から納付書に変わりました。 

手数料は納付書を使用し、指定のコンビニエンスストア・金融機関からお支

払いいただけます。 

納付書は県内各消防本部、消防署で配布しています。藤沢市では予防課、南

消防署管理課、北消防署管理課で配布しています。 

お手続きにより納付書の金額が異なります。支払い後の還付等はできません

ので、金額をお確かめのうえお支払いをお願いします。 

  

※ 危険物取扱免状等の書換え・再交付については、 

こちらの二次元コードから、神奈川県くらし安全防災局防災部 

消防保安課のホームページで確認できます。 



９ 

 

消防出初式 

役員等研修会 

 

 

令和８年１月１１日（日）に藤沢市消防防災訓練センターにおいて、消防出初式

が開催されました。工場防火連絡協議会の自衛消防隊が中隊を編成し、中隊長、旗

手及び３事業所が式典に参列しました。また、防火協力会から火災予防啓発物品と

して、「リチウムイオン電池の正しい捨て方」のチラシとともに使い捨てカイロの配

布を行い、冬の冷たい風が吹く中、来場者の皆さんにとても喜んでいただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

令和７年度は、「防火協力会役員等研

修会」と位置づけ、令和８年２月６日

（金）に開催しました。これまで、役員

の方を対象に実施をしておりましたが、

２月の理事会・代議員会後に実施される

傾向にあることから、代議員の方も含め

た研修会となりました。 

令和７年度は、藤沢市火災予防条例の

一部改正が２案件あったことから、最新

の改正状況や防火対策について、学びま

した。 

また、研修の２部として意見交換会が開催され、各協力会・協議会の顔の見える

関係がより深まった研修になりました。 

 

         

火災予防啓発物品配布の様子 
参列の状況 
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令和7年2月に発生した大船渡市における大規模な林野火災を受け、山林や原野

などにおける火災の予防を目的として、火災予防条例に林野火災注意報及び警報の

発令に関する規定を新設しました。 

これにより、1月から5月までの間を指定し、本市で

の降水量が少なく乾燥注意報が発表されるなどした

ときは、「林野火災注意報」を発令することになりま

す。 

また、これに加えて本市に強風注意報が発表され、

林野火災の発生や延焼拡大の危険性が高いと認める

ときは、「林野火災警報」を発令することになります。 

上記の「林野火災注意報」又は「林野火災警報」を

発令した場合、あらかじめ指定した区域においては、

火の使用について、制限がかかることがあります。  

 ←詳細はHPから！ 

 

 

近年のサウナブームを背景に屋外に設置するテントやバレル（木樽）に放熱設備（サ

ウナストーブ）を設置して使用する事例が全国で増加しています。 

これにより、従来の浴場等に設置されたサウナを「一般サウナ設備」、屋外に設置す

るテント及びバレル（木樽）に、最大出力６ｋW以下の薪ストーブまたは電気ストーブを

設置したサウナを「簡易サウナ設備」と定義し、新たに基準を定めました。 

また、個人が設置・使用する物を除き、商業利用目的で設置する場合には届け出

が必要となります。 

 

総務省消防庁 HP 引用  
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「安全安心」事業 

その他 

 

                                                         

５月 ・自動車整備工場防火安全チェック 

 ４３事業所で実施（休業中除く） 

   

6 月 ・給油取扱所立入検査 

    ３３事業所で実施 

 

１１月 ・移動タンク貯蔵所立入検査 

     ８台（８事業所）で実施 

 

３月 ・少量危険物移動タンク、危険物運搬車両の検査 

２５台（２１事業所）で実施 

                           

 

 

 

様々な事業等で消防局と連携し、防火に取り組んでいます。 

秋季火災予防期間中 

の懸垂幕掲出 

市内小・中学校防火 

ポスターコンクール 

（協力会からも審査員として） 

 

歳末特別立入検査 

（株式会社さいか屋藤沢店） 

(Ｌuｚ湘南辻堂） 

大型プロジェクションによる

火災予防広報 

（株式会社ビックカメラ藤沢店） 

 

バス車内への広告掲出 

（神奈川中央交通株式会社 

          藤沢営業所） 

 



12 

 

●藤沢市工場防火連絡協議会 

藤沢市工場防火連絡協議会では、令和８年２月２７日（金）に役員研修会を実施

しました。「がすてなーにガスの科学館」と豊洲市場を見学。ガスの科学館では、エ

ネルギーの特徴やこれからの暮らし・社会、SDGs や地球温暖化などの社会課題に

ついて、レクリエーションを通し楽しみながら学びました。豊洲市場では、水産卸

売場棟などで、施設や江戸時代から続く市場の歴史や旬の魚介類などのパネルを見

学しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

【屋外消火栓取扱訓練】 

㈱荏原製作所藤沢事業所からの依頼によ

り、消防局の指導の下、消防防災訓練センタ

ーにおいて、ホースの伸ばし方、結合方法な

どについての訓練を実施いたしました。防火

対策の一環として、職員の意識向上に寄与す

る貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「がすてなーにガスの科学館」 豊洲市場  
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●藤沢市自動車整備工場防火協力会 

 藤沢市自動車整備工場防火協力会では、

毎年会費の中から防災物品購入のため、積

み立てを行っています。 

２月に実施された役員会においては、来

年度の防災物品購入について「消火器」の

更新や「モバイルバッテリー」の購入など

様々な意見が上がりました。 

引き続き会員の皆様が必要とする防災

物品の購入に向け検討を進めています。 

 

 ●藤沢市商業ビル防火連絡協議会 

藤沢市商業ビル防火連絡協議会では、

令和８年３月１６日（月）、高輪ゲート

ウェイシティにて予防研修会を実施しま

した。令和８年４月より全面開業となる

同施設において、ＢＣＰの観点から帰宅

困難者や従業員の安全確保等における最

新の防災施設等を視察することで、防

火・防災管理体制に関する新たな知見を

得ることができました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

高輪ゲートウェイシティ 

パブリックガーデンにて 

高輪ゲートウェイシティ 

エネルギー関連施設にて 

高輪ゲートウェイシティ 

防災センターにてディスカッション 
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            防火協力会 会長 依田雄一 

 

この度、「工場防火連絡協議会」と「商業ビル防火連絡協議会」 

の役員研修会に参加させて頂きありがとうございました。  

 

工場防火においては、東京ガスの『がすてな 

ーに ガスの科学館』を見学しましたが、「エネ

ルギーを考え、これからの暮らし・社会を学

び、未来をソウゾウしよう」のコンセプトのと

おり、暮らしに欠かすことのできないガスとい

うエネルギーをわかり易く学べるとても興味深

い施設でした。 

日頃、当たり前過ぎて意識する機会が少ない 

事ですが、このようなインフラの支えがあって

安心して暮らし、事業活動が行われているのだと再認識をいたしました。 

また、豊洲市場では、食のプロが集い、あらゆる食材が集まる拠点という側面と

は別に、観光地として楽しく飲食が出来る他、歴史を学ばせる工夫を知りました。  

 

商業ビルにおいては、高輪ゲートウェイシティを見学させていただきました。 

JR 東日本の最大のまちづくりということで、 

その規模に驚かされると共に、様々な工夫を 

施し共創社会のリーディングとして、最新の 

設備や考えを取り入れた『エキマチ一体の実 

験場』はとても、見応えがありました。刺激 

に溢れまだまだ成長し続ける様は目が離せな 

いと思いました。 

更に大規模な施設を支える防災拠点等を詳 

細に拝見させて頂き、天災、人災、日常の脅 

威などから守る監視体制に目を引きましたが、ビルイン型バイオガス設備が特に印

象に残りました。規模的には単純に比較は出来ませんが、藤沢も村岡新駅（仮称）

の開業を控えておりますので、より興味深く拝見させていただきました。 

 

役員の皆様、予防課の職員の皆さん、研修会の開催を通じてそれぞれ有意義な時

間を過ごす事が出来ました。重ねて御礼申し上げます。  

ありがとうございました。 
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「危険物取扱者免状」を所持し、現に危険物施設で危険物の取扱い作業に従事している方のうち、次に

該当する方は規定の期間内に危険物保安講習を受講しなければなりません。受講対象者がこの講習を受

講しない場合は、消防法第１３条の２第５項の規定により免状の返納を命ぜられることがあります。なお、受

講義務のない方でも免状所持者であれば希望者は受講できます。 

令和７年度からは、オンライン保安講習が始まりました！インターネットを通して、受講者の都合の良い

日時にパソコン、タブレット等を使用して受講することができますので、ぜひご活用ください。 

 

１ 継続して危険物取扱作業に従事している方 

前回の受講日以降における最初の４月１日から       

  ３年以内に受講してください。 
 

２ 新たに従事する方、又は再び従事することになった方 

  危険物取扱作業に従事することとなった日から  

  １年以内に受講してください。 

 

３ 上記２の方のうち、従事することとなった日の 

  過去２年以内に免状の交付又は講習を受けた方 

  免状の交付日又は前回の受講日以降における最初 

の４月１日から３年以内に受講してください。 

 

※ 講習会の開催場所、日程、申込み方法等については、 

一般社団法人 神奈川県危険物安全協会連合会 のホームページで確認できます。 

ご不明な点は、事務局（消防局予防課内：0466-50-8249）までお問合せください。 

 

 

 

 

毎年６月の第２週（日曜日から土曜日までの１週間）は、「危険物安全週間」です。 

石油類をはじめとする危険物は、事業所等において幅広く利用されるとともに、国民生活に深く浸透 

し、その安全確保の重要性はますます増大しています。 

藤沢市では、事業所における自主保安体制の確立を呼びかけるとともに、危険物に対する意識の高  

揚と啓発を図るために、以下の取組みを行っています。 

次ページへつづく 
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「消防防災科学技術賞」は、消防防災機器等の開発・改良、 

消防防災科学に関する論文や原因調査に関する事例報告の 

分野において、優れた成績を上げた個人や団体を消防庁長 

官が表彰する制度で、全国の消防機関、大学、消防機器メ 

ーカー等から総計70作品の応募の中から、藤沢市消防局で 

は初めての受賞となりました。 

 今回応募した作品は、「火災調査業務における3Dデータ 

および図面作成UIの活用」で、これは火災により、り災し 

た建物を高性能カメラで撮影するだけで3Dデータを生成し、 

その3Dデータから図面等を自動で作成できるシステムを企業と協働して開発し、火災調査業務の

効率化を図ることについて検証したものです。 

 

3D データから立面図等の図面を生成し業務効率化を図る 

 

１ 危険物施設を有する事業所での特別訓練 

危険物施設を所有する事業所で、従業員の初動体制の確立、自衛消防組織各班の活動及び公設消防隊へ

の情報提供等、事業所の災害能力向上を目的とした訓練の実施。 

令和 7年度はミネベアミツミ株式会社藤沢工場で実施しました。 

 

2 給油取扱所の立入検査 

市内の全給油取扱所（自家用を除く）を対象とした立入検査と、施設関係者に対する危険物安全週間の趣

旨などについて文書やポスターにより啓発。 

 

３ 危険物施設関係者等を対象とした講習会の実施 

災害に関する知識の向上や危険物施設の保安体制の強化を目的として講習会を実施。令和７年度は静電

気火災をテーマとした講習会に、市内の危険物施設関係者等約８０人が参加しました。  

 

※ 消防局予防課では危険物安全週間に係る特別訓練を実施していただける事業所を募集しています。希望す

る事業所は、消防局予防課までご連絡ください！ 

file://///city.fujisawa.intra/藤沢市/610300予防課/2014年(平成26年度)←平成25年度から移行中/060　危険物･保安　040　立入検査/0020　危険物安全週間/2025(R7)/04危険物施設災害対応講習/20250710危険物施設災害対応講習会inＦプレイス/④%20プレスリリース/事後リリース/【プレスリリース】20250715（藤沢市）危険物施設災害対応講習会を実施しました.pdf
file://///city.fujisawa.intra/藤沢市/610300予防課/2014年(平成26年度)←平成25年度から移行中/060　危険物･保安　040　立入検査/0020　危険物安全週間/2025(R7)/04危険物施設災害対応講習/20250710危険物施設災害対応講習会inＦプレイス/④%20プレスリリース/事後リリース/【プレスリリース】20250715（藤沢市）危険物施設災害対応講習会を実施しました.pdf


2026年3月現在

№ 事業所名 住所

№ 事業所名 住所 9 池上通信機㈱システムセンター 小塚４００

1 シ イ デ イ ビ ル 管 理 有 限 会 社 南藤沢2番1-2号 10 ＮＳＫマイクロプレシジョン㈱ 宮前６４５

2 株 式 会 社 ダ イ ヤ モ ン ド ビ ル 南藤沢2番1-3号 11 アイパークインスティチュート㈱
湘南ヘルスイノベーションパーク  村岡東２－２６－１

3 株 式 会 社 フ ジ サ ワ 名 店 ビ ル 南藤沢2番1-1号 12 ㈱イチネンケミカルズ 宮前660

4 株式会社セゾンプライム 南藤沢2番1-2号 13 ㈱荏原製作所藤沢事業所 本藤沢４－２－１

5 有 限 会 社 ワ カ バ ビ ル 南藤沢2-10 14 日本サーモケミカル㈱藤沢工場 善行坂２－１－１６

6 オ ー ケ ー 株 式 会 社 藤 沢 店 南藤沢6-23 15 関東航空計器㈱ 本藤沢４－１－２

7 第二吉田ビル（株式会社ワイズレジデンス） 藤沢484-25 16 中央機工㈱ 本藤沢５－６－３８

8 株式会社小田急SCディベロップメント
ODAKYU湘南GATE 南藤沢21-1 17 大盛工業㈱ 亀井野３０９３

9 江 ノ 島 電 鉄 株 式 会 社 片瀬海岸1-8-16 18 日本精工㈱ 藤沢工場 鵠沼神明１－５－５０

10 株式会社 西 湘 鉱 産 ビ ル 南藤沢22-8 19 ㈱高井精器 鵠沼神明１－３－１

11 イオンモール株式会社 湘南藤沢オーパ 南藤沢22-3 20 南関東日野自動車㈱ 西富７３０-1

12 相 澤 土 地 株 式 会 社 南藤沢22-7-101号 21 メルシャン㈱藤沢工場 城南４－９－１

13 平 野 ビ ル　  平 野 商 店 南藤沢21-7 22 キーパー㈱ 辻堂神台２－４－３６

14 湘 南 鎌 倉 ク リ ス タ ル ホ テ ル 南藤沢14-1 23 ㈱大森製作所 羽鳥１－３－１５

15 株 式 会 社 相 沢 鵠沼橘1-3-16　サンプラザビル5F 24 協同油脂㈱ 辻堂神台２－２－３０

16 株 式 会 社 ル ミ ネ 藤沢438-1 25 ＮＯＫ㈱湘南R＆Dセンター 辻堂新町４－３－１

17 株 式 会 社 ダ イ エ ー 藤 沢 店 藤沢520 26 ソニーグループ㈱
湘南テクノロジーセンター 辻堂新町３－３－１

18 カ ル チ ャ ー Ｂ Ｏ Ｎ Ｄ Ｓ 藤 沢 藤沢493 27 アテネ㈱ 鵠沼神明３－２－１

19 東 横 I N N 湘 南 鎌 倉 藤 沢 駅 北 口 藤沢515-1 28 ㈱ヤクルト本社湘南化粧品工場 鵠沼神明２－５－１０

20 株 式 会 社 さ い か 屋 藤 沢 店 藤沢555 29 プレス工業㈱ 藤沢工場 遠藤２００３－１

21 株 式 会 社 サ ン パ ー ル 藤 沢 藤沢555 30 東京ラヂエーター製造㈱ 遠藤２００２－１

22 株 式 会 社 ビ ッ ク カ メ ラ  藤 沢 店 藤沢559 31 ㈱エイアンドティー 遠藤２０２３－１

23 株 式 会 社 角 若 松 藤沢559 32 デノラ・ペルメレック㈱ 遠藤２０２３－１５

24 藤  沢  市  役  所 朝日町1-1 33 いすゞ自動車㈱ 湘南開発センター 遠藤２０２３－１８

25 Ｒ  Ｉ   ビ  ル 辻堂1-1-8 34 秋本食品㈱ 遠藤２００４－１６

26 株 式 会 社 東 急 ス ト ア 湘 南 店 遠藤698-10 35 中沢乳業㈱ 湘南工場 遠藤２０２３－１６

27 ミスターマックス湘南藤沢
ショッピングセンター 辻堂新町4-3-5 36 ㈱テクノステート 葛原１７１６

28 Ｌ ｕ ｚ 湘 南 辻 堂 テ ナ ン ト 会 辻堂神台1-2-12 37 ㈱森谷真空 菖蒲沢６８

29 テ ラ ス モ ー ル 湘 南  テ ナ ン ト 会 辻堂神台1-3-1 38 ㈱日東社 葛原１６９２

30 湘 南 モ ー ル フ ィ ル 辻堂新町4-1-1 39 ㈱東京ゴム製作所 菖蒲沢４８

31 株 式 会 社 櫻 井 興 業 辻堂元町3-15-4さくらビル1F 40 ㈱原田鍛工所 葛原１９８０

32 Ｏ ｄ ａ ｋ ｙｕ Ｏ Ｘ 長 後 店 下土棚509-13 41 中外電気工業㈱ 神奈川工場 長後１２４０

33 相 鉄 ロ ー ゼ ン 湘 南 台 店 湘南台1-10-1 42 エムデン無線工業㈱ 長後１２７７

34 湘南台第一ホテル藤沢横浜 湘南台2-3-10 43 三和石産㈱藤沢工場 菖蒲沢仲之桜７１０

35 株 式 会 社 ダ イ エ ー 湘 南 台 店 湘南台1-3-3 44 大和食品工業㈱ 湘南藤沢工場 菖蒲沢５９

36 小 田 急 マ ル シ ェ 湘 南 台 ２ 湘南台2-15 45 ウエスタンデジタルテクノロジーズ
合同会社 桐原町１

37 株式会社イトーヨーカ堂湘南台店 石川6-2-1 46 アイシンシロキ㈱藤沢工場 桐原町２

47 ＡＫＳ東日本㈱ 桐原町１２

48 日本ギア工業㈱ 桐原町７

№ 事業所名 住所 49 オイレス工業㈱ 桐原町８

1 ミネベアミツミ㈱藤沢工場 片瀬１－１－１ 50 ㈱オシキリ 桐原町４

2 ㈱須藤製作所藤沢工場 川名２－３－２５ 51 ㈱サン・エキスプレス 桐原町３

3 近藤乳業㈱ 川名２－６－１０ 52 いすゞ自動車㈱ 藤沢工場 土棚８

4 ㈱神戸製鋼所藤沢事業所 宮前１００－１ 53 鈑金工業㈱ 桐原町１７

5 日電工業㈱ 小塚１２６ 54 日本精工㈱ 桐原地区 桐原町１２

6 アズビル㈱藤沢テクノセンター 川名１－１２－２ 55 日本ギア工業㈱ 工事部藤沢事業所 石川１８３１

7 日鉄ステンレス鋼管㈱湘南工場 川名１－１４－１ 56 いすゞロジスティクス㈱ 藤沢物流センター 円行２－6－3

8 ㈱佐賀鉄工所藤沢工場 弥勒寺１３０ 57 大和プレス㈱藤沢第二工場 菖蒲沢１１６４

藤沢市防火協力会　会員名簿

商業ビル防火連絡協議会

工場防火連絡協議会



25 神奈川トヨタ自動車株式会社
トヨタモビリティ神奈川湘南藤沢店 辻堂東海岸1-3-6

№ 事業所名 住所 26 神奈川トヨタ自動車株式会社
トヨタモビリティ神奈川辻堂太平台店 辻堂太平台2-1-7

1 エスビー石油有限会社藤沢城南ＳＳ 城南１－１－３６ 27 神奈川トヨタ自動車株式会社
トヨタモビリティ神奈川湘南店 石川6-19-1

2 (株)豊商会　ＤｒＤｒｉｖｅサンリッチ藤沢 西富１－１－２ 28 神奈川トヨタ自動車株式会社
レクサス藤沢 辻堂新町4-3-2

3 （株）ＥＮＥＯＳウィング藤沢ＴＳ 西富７２３－１ 29 神奈川トヨタ自動車株式会社
トヨタモビリティ神奈川辻堂店 辻堂神台2-1-33

4 三共石油瓦斯(株)ルーフ湘南給油所 西富５３０ 30 神奈川トヨタ自動車株式会社
トヨタモビリティ神奈川湘南台店 湘南台5-14-2

5 (有)池田商会 弥勒寺３－５－１ 31 有限会社大川小型自動車 川名1-4-20

6 （株）リブエナジーシステムズ南藤沢ＳＳ 川名１－９－２３ 32 株式会社　江ノ電バス
湘南営業所　整備工場 宮前1

7 （株）サンオータスＤｒＤｒｉｖｅ
藤沢南ＳＳ 川名２６５－１ 33 有限会社タケマ自動車 小塚394

8 (株)札幌タヤス 鵠沼海岸５－１２－１０ 34 バンユー商事株式会社 川名1-13-15

9 (株)横浜米油　EneJet辻堂太平台SS 辻堂太平台１－１－２ 35 有限会社丸萬モータース 本町3-10-7

10 （株）リブエナジーシステムズ太平台ＳＳ 辻堂元町５－１３ 36 藤村自動車株式会社 城南4-8-14

11 湘南菱油(株)辻堂西海岸給油所 辻堂西海岸２－１４－５０ 37 株式会社オ－ト新町 サ－ビスセンタ－ 辻堂新町3-1-27

12 (株)石井商会 善行坂１－４－９ 38 有限会社辻堂自動車 辻堂元町4-9-21

13 (有)山口石油 亀井野１６１５ 39 有限会社フジ交通商会 辻堂元町4-9-28

14 (株)富士中商会 長後５９１ 40 有限会社長谷川モータース 葛原1099

15 (株)カナザワ 高倉２３４０－１ 41 有限会社 安斉自動車修理工場 用田507

16 出光リテール販売(株)
神奈川カンパニーセルフ湘南藤沢 石川３－３６－６ 42 有限会社栄信自動車 葛原2391-5

17 (株)豊商会ＤｒＤｒｉｖｅサンリッチ石川店 石川５－９－２２ 43 小林自動車 葛原1266

18 (株)遠藤石油　秋葉台給油所 石川１７６１－２ 44 株式会社ハタノ自動車 獺郷1241

19 湘南菱油(株)秋葉台給油所 石川４－８－４ 45 有限会社 三光自動車整備工場 湘南台5-3-20

20 (有)秦野石油 獺郷１２４０ 46 株式会社ホンダモビリティ南関東
HondaCars横浜　藤沢湘南台店 湘南台5-35-3

21 清田物産(株) 用田４９６－４ 47 株式会社湘南マツダ 湘南台店 湘南台6-34-5

22 (株)ＥＮＥＯＳモビリニアＤＤセルフ新用田店 用田６５４－１ 48 日産神奈川販売 株式会社　長後店 高倉891-1

49 株式会社ホンダモビリティ南関東
HondaCars横浜　U-Select湘南台 高倉1151-5

50 安斉鈑金 鵠沼神明5-1-22

№ 事業所名 住所 51 株式会社湘南車屋 大庭1030

1 有限会社浜鈑金工業所 西富678 52 渡辺鈑金 鵠沼神明5-2-6

2 株式会社藤興自動車 鵠沼神明1-1-5 53 有限会社ヒロタガレ－ジ 下土棚260-1

3 明和自動車販売株式会社 大鋸962 54 ボデーショップさとう 打戻1264

4 日産神奈川販売 株式会社　藤沢店 辻堂太平台2-13-26 55 神奈中タクシー株式会社 藤沢整備工場 菖蒲沢70-1

5 神奈川中央交通株式会社藤沢営業所 辻堂新町3-4-23 56 薩田自動車 土棚651

6 東日本三菱自動車販売
株式会社　藤沢店 辻堂西海岸2-14-37 57 神央自動車販売株式会社 高倉2148

7 株式会社日産サティオ湘南藤沢鵠沼店 本鵠沼4-3-8 58 有限会社井上ガレ－ジ 石川5-10-25

8 有限会社湘南自動車センタ－ 立石2-5-1 59 株式会社エ－・ア－ル・エ－ 菖蒲沢1368

9  昇栄自工株式会社 大庭7895-1 60 有限会社大道自動車 遠藤2011-4

10 合資会社田野モータース 城南4-3-26 61 有限会社柳沢鈑金 石川5-10-24

11 株式会社ホンダ販売神奈川 立石2-6-2 62 株式会社日産サティオ湘南 湘南台店 菖蒲沢738-5

12 神中興業株式会社 本藤沢4-2-3

13 株式会社蔵王車輌 円行2-21-1

14 有限会社斉藤自動車 石川5-1-13 № 事業所名 住所

15 谷口運送株式会社 藤沢営業所 菖蒲沢1117 1 相日防災(株)藤沢支店 鵠沼神明５－４－９

16 株式会社ヤベ自動車工業 石川6-1-1 2 ㈲オガタ商会 藤沢１１０

17 シー・エル・ピー株式会社 石川6-24-13 3 ㈱河本総合防災湘南支店 朝日町１０－７旭ビル５F

18 有限会社伸和自動車商会 菖蒲沢1039-2 4 ㈱渡辺武商店湘南支店 遠藤２０１７－５

19 有限会社秋津自動車 遠藤2022-3 5 藤沢総合設備㈱ 辻堂元町５－２－３

20 湘栄自動車工業 遠藤2717

21 湘南ジーゼル株式会社 石川1830

22 株式会社　日産サティオ湘南
藤沢サービスセンター 遠藤2010-6

23 株式会社ホンダモビリティ南関東
HondaCars横浜　藤沢中店 石川5-27-10

24 神奈川トヨタ自動車株式会社
トヨタモビリティ神奈川藤沢石川店 石川5-10-1

賛助会員

藤沢市給油所防火協力会

自動車整備工場防火協力会



         

            

 

 

 

 

 
相日防災(株) 

 藤沢支店 
鵠沼神明 5-4-9   55-5026 

(有)オガタ商会 藤沢 110 23-6015 

(株)河本総合防災 
 湘南支店 

朝日町 10-7 
旭ﾋﾞﾙ 5F 29-0168 

(株)渡辺武商店 
          湘南支店 遠藤 2017-5 87-8911 

藤沢総合設備(株) 辻堂元町 5-2-3   35-5100 

  
 

発行元 藤沢市防火協力会 事務局：消防局予防課内 藤沢市朝日町 1 番地の 1 防災センター１階 

電話０４６６－５０－８２４９   E-mail:fj-yobou@city.fujisawa.lg.jp 

資料動画・訓練用消火器の貸出等について 

 消防局では、防火管理や危険物施設の管理等に関するＤＶＤや、訓練用消

火器の貸出を無料で行っています。また、消火器の使用方法の動画を作成し

ましたので、事業所の消防訓練や従業員等の教育に、ぜひご活用ください。 
 
 
 
 
 
お申込み・お問い合わせは消防局予防課へ 

TEL 0466-50-8249  Email fj-yobou@city.fujisawa.lg.jp 

消火器の使用方法はコチラ 

藤沢市防火協力会 賛助会員店で！ 


